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一体格と体力との関係一
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Ⅰ.はじめに

諸外国の者の体格 ･体力測定に関する情報に

ついて､先進諸国の情報は比較的容易に得るこ

とが出来るが2)5)､開発途上国の情報を見出す

ことは大変困難である｡特に東南アジア諸国に

おいては､我が国のような体格 ･体力について

の統一資料そのものが存在しない国も多いよう

である4)｡タイ国では1921年より義務教育制度

が実施され､初等教育の6年生 (poo6)を終

了した者が日本の小学校卒業､中等教育前期過

程 (Moo3)を終了した者が日本の中学校卒業､

中等教育後期過程 (Moo6)を終了した者が日

本の高等学校卒業となり､高等教育機関として

は大学の他に教員養成､職業教育を目的とした

学校がある1)｡初等教育および中等教育前期過

程までが義務教育期間であり､日本と同様の制

度である｡これら日本 と同様の教育システム

(6-3-3制)を持つタイ国では､体育科教育に

おける基礎資料となる対象児童 ･生徒の体格､

体力測定等に関する資料が十分ではないのが実

情である｡これらの国々では､予防医学の考え

方が広まっておらず､それに伴う体育 ･スポー

Table.1Cha｢acte｢isticsofthesubjects:

ツ活動が十分に普及していないのが実情である｡

本報は､タイ国内調査校での体格 ･体力測定

の資料を基に､体格と体力との関係を検討し､

調査校での体育科教育の基礎資料充実を目的と

した｡

Ⅱ.方法

1.対象

タイ王国ウ ドーンタニー県江1)cw-school注 2)

(以下 調査校)に通学する13歳から15歳 (以

下 中学生)の女子169名､16歳から18歳 (以

下 高校生)の女子94名､中学生の男子219名､

高校生の男子107名であった｡被験者の身体的

特徴をTable.1､Table.2に示した｡

2.分析方法

身体計測の結果より､身長と体重のパーセン

タイル値を算出し､それぞれを50%タイル値で

区切り身長と体重による以下の4領域を構成し

た｡Fig.1､Table.3､Table.4参照｡

Age Height Weight BMI

(years) (cm) (kg) (kg/m2)

juniorhighschoolstudents 14.1±0.8 154.1±6.2 46.5±8.7 19.5±3.0

n=(169)

highschoolstudents 16.8±0.8 157.0±5.4 49.8±9.1 20.2±3.2

n=(94)

mean±SD:standarddeviation,BMI:bodymassindex
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Table.2Characteristicsofthesubjects:boys

Age Height Weight BMI

(years) (cm) (kg) (kg/m2)

juniorhighschoolstudents 14.0±0.8 157.8±8.9 48.0±10.0 19.1±2.9

n=(219)

highschoolstudents 17.1±0.8

n=(107)

166.3±5.1 57.2±7.2 20.7±2.3

mean±SD:standarddeviation,BMI:bodymassindex

0 25 50 75 %ile

Weight

Fig.lFourareaofthephysique.
Thecutoffpointis500/oile.

Table.3Thethreeof0/oile(twenty-five-,fifty-,seventy-five-percentHes)
intermsof heightandweight:girls

juniorhighschoolstudents

Height Weight

(cm) (kg)

high

Height

(cm)

schoolstudents

Weight

(kg)

25 151.0 41.0 153.0 45.0

50 155.0 45.0 157.0 48.0

75 158.0 51.0 160.0 52.0

Table.4Thethreeof%ile(twentyイive-,fifty-,seventyイive-percentHes)
intermsof heightandweight:boys

juniorhighschoolstudents

Height Weight

(cm) (kg)

high

Height

(cm)

schoolstudents

Weight

(kg)

25 152.0 41.0 163.0 51.0

50 158.0 47.0 166.0 56.0

75 164.0 55.0 170.0 63.0
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Ⅰの領域 :身長が低く､体重が軽いグループ

(以下 領域 Ⅰ)

Ⅲの領域 :身長が低く､体重が重いグループ

(以下 領域Ⅱ)

Ⅲの領域 :身長が高く､体重が軽いグループ

(以下 領域Ⅲ)

Ⅳの領域 :身長が高く､体重が重いグループ

(以下 領域Ⅳ)

上記4領域 (以下 体格の4領域)を指針に中

学生期と高校生期をそれぞれ男女別に分析した｡

3.調査期間

2006年8月7日から同年同月18日､2007年8

月10日から同年同月22日であった｡

4.測定項目

1)体格測定項目

身長､体重を計測し､これらを基に体格指数

BMI(bodymassindex:kg/m2)を算出した"3'｡

2)体力測定項目

基礎運動能力を十分に反映する種目とともに､

測定機材が不十分な調査校において測定可能と

考えられる種目として以下の6種目を選定して､

日本の文部科学省 ｢新 ･体力テスト｣の規定3'

に準じて実施した｡Photo参照｡

① 上体起こし(Sit-up):筋持久力要素測定

② 長座体前屈(Trunk-flexion):柔軟性要素測定

規定の測定機材を段ボール､または厚

紙にて作成して利用した｡

③ 50m走(50m-dash):瞬発力 ･走力要素測定

④ 反復横跳び(Side-step):敏捷性要素測定

⑤ 立ち幅跳び(Standing-long-jump):瞬発力要

素測定

⑥ 握力(Grip-strength):筋力要素測定

スメドレー式握力測定機器 (竹井機器)

を日本より持参し利用した｡

5.測定の流れ

現地教員の協力を得るために ｢新 ･体力測定

実施要項｣3)を参照して､現地公用語 (タイ語)

での ｢体力測定実施マニュアル｣を独自に作成

し測定種目の理解を求めた｡測定に際しては事

前に現地教員と実技を交え注意事項等を確認し

た｡詳細な測定の流れは現地教員より生徒-伝

えられたとともに､測定の趣旨と内容を十分に

説明し同意を得た｡

6.統計処理

平均値間での統計的有意差検定には､対応の

Photo:StateoftrunkイIexionmeasurement.
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ない分散分析を使用し､有意差が認められた場

合の多重比較にはShe恥の方法を用いた｡なお､

有意差についてはいずれも5%水準で判定した｡

Ⅲ.結果および考察

女子 :体格の4領域の構成は､中学生では領域

Ⅰ58名 (34.3%)､領域Ⅲ34名 (20.1%)､領域

Ⅲ32名 (18.9%)､領域Ⅳ45名 (26.7%)であ

り､高校生では領域 Ⅰ32名 (34.0%)､領域Ⅲ

17名 (18.1%)､領域Ⅲ16名 (17.0%)､領域Ⅳ

29名 (30.9名)であった｡領域 Ⅰすなわち身長､

体重が低値ながらバランスのとれている領域と

領域Ⅳすなわち身長､体重が高値でバランスが

とれている2領域を軸にばらつきが見 られ

た注J)0

Table.5､Table.6に体力測定の結果を体格の4

領域別に中学生と高校生に分類して示した｡中

学生では筋持久力要素を反映する上体起こLで､

領域Ⅲの値が領域 Ⅰの値を有意に上回った(pく.

05)｡柔軟性要素を反映する長座体前屈 (表中

ではT-flexで表示)では､領域Ⅳの値が領域 I

の値を有意に上回った(pく.05)｡敏捷性要素を反

映する反復横跳び､瞬発力 ･走力要素を反映す

る50m走､瞬発力要素を反映する立ち幅跳び

(表中ではLong-jumpで表示)では､全ての領

域間で有意な差が認められなかった｡筋力要素

を反映する握力 (表中ではG-strengthで表示)

では､領域Ⅲ､領域Ⅳの値が領域 Ⅰの値を有意

に上回り(pく.05)､領域Ⅳの値が領域Ⅲの値を有

意に上回った(pく.05)｡高校生では筋持久力要素

を反映する上体起こし､柔軟性要素を反映する

長座体前屈､敏捷性要素を反映する反復横跳び､

瞬発力 ･走力要素を反映する50m走､瞬発力要

素を反映する立ち幅跳びでは､全ての領域間で

有意な差が認められなかった｡筋力要素を反映

する握力では､領域Ⅳの値が領域 Ⅰ､領域Ⅲの

値を有意に上回った(pく.05)｡

以上の結果から体格の4領域と体力との関係

について考察すると､まず上体起こしでは､中

学生において領域Ⅲすなわち身長が高く体重が
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軽い集団が､領域 Ⅰすなわち身長が低く体重が

軽い集団の値を有意に上回った｡身長の差が体

力の差に反映された種目といえる｡高校生では

全ての領域間に有意な差が認められなかった｡

体格の差が体力に反映されない時期であったと

考えられる/15-0

長座体前屈では､中学生において領域Ⅳすな

わち身長が高く体重が重い集団が､領域 Ⅰすな

わち身長が低く体重が軽い集団の値を有意に上

回った｡身長と体重の差が体力の差に反映され

た種目といえる｡特に身長の差が測定結果に大

きく関与したものと推測される｡高校生では全

ての領域間に有意な差が認められなかった｡体

格の差が体力に反映されない時期であったと考

えられる｡

反復横跳び､50m走､立ち幅跳びでは､中学

生､高校生とも全ての領域間に有意な差が認め

られず体格の差による影響は少ないものと考え

られる｡

握力では､中学生において領域Ⅳすなわち身

長が高く体重が重い集団が､領域 Ⅰすなわち身

長が低く体重が軽い集団と領域Ⅲすなわち身長

が高く体重が軽い集団の値を有意に上回った｡

さらに､領域Ilすなわち身長が低く体重が重い

集団が､領域 Ⅰすなわち身長が低く体重が低い

集団の値を有意に上回った｡身長と体重の差が

体力の差に反映された種目といえる｡特に体重

の差が測定結果に大きく関与したものと推測さ

れる｡高校生では領域Ⅳすなわち身長が高く体

重が重い集団が､領域 Ⅰすなわち身長が低く体

重が軽い集団と領域Ⅲすなわち身長が高く体重

が軽い集団を有意に上回った｡中学生同様に身

長と体重の差が体力の差に反映された種目とい

える｡特に体重の差が測定結果に大きく関与し

たものと推測される｡

測定結果全体を中学生と高校生とを比較すると､

中学生期は高校生期に比べて体格の差が体力の

差に反映されやすい時期であると考えられる｡

男子 :体格の4領域の構成は､中学生では領域

Ⅰ91名 (41.6%)､領域Ⅱ23名 (10.5%)､領域



Ⅲ21名 (9.6%)､領域Ⅳ84名 (38.4%)であり､

高校生では領域 Ⅰ40名 (37.4%)､領域Ⅲ22名

(20.6%)､領域Ⅲ15名 (14.0%)､領域Ⅳ30

名 (28.0%)であった｡女子同様に領域 Ⅰすな

わち身長､体重が低値ながらバランスのとれて

いる領域と領域Ⅳすなわち身長､体重が高値で

バランスがとれている2領域を軸にばらつきが

見られた注4)｡

Table7､Table8に体力測定の結果を体格の4

領域別に中学生と高校生に分類して示した｡中

学生では筋持久力要素を反映する上体起こLで､

領域Ⅳの値が領域 Ⅰ､領域Ⅲの値を有意に上回っ

た(p〈.05)｡柔軟性要素を反映する長座体前屈

(表中ではT-flexで表示)では､領域III､領域

Ⅳの値が領域 Ⅰの値を有意に上回った(pく.05)｡

敏捷性要素を反映する反復横跳びでは､全ての

領域間で有意な差が認められなかった｡瞬発力 ･

走力要素を反映する50m走では､領域Ⅲ､領

域Ⅳの値が領域 Ⅰの値を有意に上回った(pく.05)｡

瞬発力要素を反映する立ち幅跳び (表中ではL

ong-jumpで表示)では､領域Ⅳの値が領域 Ⅰ､

領域Ⅱの値を有意に上回った(pく.05)｡筋力要素

を反映する握力 (表中ではG-strengthで表示)

では､領域Ⅲ､領域Ⅲ､領域Ⅳの値が領域 Ⅰの

値を有意に上回り(pく.05)､領域Ⅳの値が領域Ⅲ､

領域Ⅲの値を有意に上回った(pく.05)｡高校生で

は筋持久力要素を反映する上体起こし､柔軟性

要素を反映する長座体前屈､敏捷性要素を反映

する反復横跳び､瞬発力 ･走力要素を反映する

50m走では､全ての領域間で有意な差が認めら

れなかった｡瞬発力要素を反映する立ち幅跳び

では､領域Ⅳの値が領域Ⅱの値を有意に上回っ

た(pく.05)｡筋力要素を反映する握力では､領域

Ⅳの値が領域 Ⅰ､領域Ⅲの値を有意に上回った

(pく.05)｡

以上の結果から体格の4領域と体力との関係

を考察すると､まず上体起こしでは､中学生に

おいて領域Ⅳすなわち身長が高く体重が重い集

団が､領域 Ⅰすなわち身長が低く体重が軽い集

団と領域Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集団

の値を有意に上回った｡身長と体重が体力の差

に反映された種目といえる｡高校生では全ての

領域間に有意な差が認められなかった｡体格の

差が体力に反映されない時期であったと考えら

れる｡

長座体前屈では､中学生において領域Ⅳすな

わち身長が高く体重が重い集団と､領域Ⅲすな

わち身長が高く体重が軽い集団が領域 Ⅰすなわ

ち身長が低く体重が軽い集団の値を有意に上回っ

た｡身長と体重の差が体力の差に反映された種

目といえる｡特に身長の差が測定結果に大きく

関与したものと推測される｡高校生では全ての

領域間に有意な差が認められなかった｡体格の

差が体力に反映されない時期であったと考えら

れる｡

反復横跳びでは､中学生､高校生とも全ての

領域間に有意な差が認められず体格の差による

影響は少ないものと考えられる｡

50m走では､中学生において､領域Ⅳすなわち

身長が高く体重が重い集団と領域Ⅲすなわち身

長が高く体重が軽い集団が領域 Ⅰすなわち身長

が低く体重が軽い集団の値を有意に上回った｡

身長と体重の差が体力の差に反映された種目と

いえる｡高校生では全ての領域に有意な差が認

められなかった｡体格の差が体力に反映されな

い時期であったと考えられる｡

立ち幅跳びでは､中学生において領域Ⅳすなわ

ち身長が高く体重が重い集団が､領域 Ⅰすなわ

ち身長が低く体重が軽い集団と領域Ⅱすなわち

身長が低く体重が重い集団の値を有意に上回っ

た｡身長の差が体力の差に反映された種目とい

える｡高校生では領域Ⅳすなわち身長が高く体

重が重い集団が､領域Ⅱすなわち身長が低く体

重が重い集団の値を有意に上回った｡中学生同

様に身長の差が体力の差に反映された種目とい

える｡

握力では､中学生において領域Ⅳすなわち身

長が高く体重が重い集団が､領域Ⅲすなわち身

長が高く体重が軽い集団､領域Ⅱすなわち身長

が低く体重が重い集団と領域 Ⅰすなわち身長が

低く体重が軽い集団の値を有意に上回った｡さ

らに､領域Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集
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団と領域Ⅲすなわち身長が低く体重が重い集団

が領域 Ⅰすなわち身長が低く体重が軽い集団の

値を有意に上回った｡身長と体重の差が体力の

差に反映された種目といえる｡高校生では領域

Ⅳすなわち身長が高く体重が重い集団が､領域

Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集団と領域 Ⅰ

すなわち身長が低く体重が軽い集団の値を有意

に上回った｡体重の差が体力の差に反映された

種目といえる｡

測定結果全体を中学生と高校生とを比較する

と､女子同様に､中学生期は高校生期に比べて

体格の差が体力の差に反映されやすい時期であ

ると考えられる｡

本報では男女供､体格を13歳から15歳までの

中学生期と16歳から18歳までの高校生期とに2

分して体力との関係について考察した｡次報以

降は十分な被験者数を確保 して各年齢別､性別

別に比較 ･検討することが課題となる｡

Table.5 RelationshipbetweenFourareaofphsique andPhysicalstrength:
TheglrlsoftheJuniorhighschoolstudent.
Age Height Weight BMI Sit-up T-flex Side-step 50m-dashLong-jumpG-strength
(years) (cm) (kg) (kg/m2) (times) (cm) (times) (m/sec) (cm) (kg)

1 13.7

SD 0.8

Ⅲ 14.2

SD 0.8

ⅠⅡ 14.2

SD 0.8

ⅠV 14.4

148.8 39.3

5.6 4.8

152.1 50.9

3.1 3.6

158.0 42.8

1.8 2.7

159.9 55.0

17.7 13.8
1.7 4.2
22.0 15.6
1.7 3.5
17.2 16.0
1.2 2.6

21.5 15.5

SD 0.7 3.0 8.9 3.3 3.3

33.2

3.9

34.4

* 3.8

35.0

3.5

34.3

6.4 3.7

5.6 157.2 22.9
0.6 18.6 3.9

5.5 154.4 26.0

0.5 21.0 4.4

5.8 165.1

0.5 17.2

5.7 160.2

0.5 21.5 4.4

AreaI:Thegroup whichis short andlightintheweight.Area二:Thegroupwhichisshortand
heavy intheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichistalland lightintheweight.AreaⅣ:Thegroup
which istallandheavyinthweight. Attention:Characteristicsofthesubjects werealsoindicated.
SD:standarddeviation

Table.6Relationshipbetween Four areaofphsiqueandPhysICalstrength:
Thegl｢lsofthehigh schoolstudent.
Age Height Weight BMI Sit-up T-flex Side-step50m-dashLongl'umpGIStrength
(years) (cm) (kg) (kg/m2) (times) (cm) (times) (m/sec) (cm) (kg)

1 16.8

SD 0.8

Ⅲ 17.1

SD 0.8

Ⅲ 16.8

SD 0.8

Ⅳ 16.7

152.3 43.5

3.1 3.0

154.5 52.5

2.1 5.3

160.3 44.9

3.2 2.2

162.0 57.9

18.8 17.6

1.3 3.2

22.0 17.3

2.1 3.1

17.5 17.3

1.2 3.1

22.0 16.3

SD 0.8 3.8 10.9 4.1 4.3

39.8 35.7

6.7 4.8

41.1 33.4

6.8 3.9

39.5 36.9

7.9 4.7

40.3 35.5

6.3 4.4

5.9 160.0 27.6

0.6 21.5 3.0

5.3 158.5 30.2

0.7 15.8 3.9

5.8 160.4

0.7 18.5

5.7 154.2

0.6 22.7 3.4

AreaI:Thegroupwhichisshortandlightintheweight.AreaⅡ:Thegroupwhich isshortand
heavyintheweight.A reaⅢ:Thegroupwhichistalland lightinthe weight.AreaⅣ:Thegroup
whichistallandheavy inthweight.Attention:Characteristicsorthe subjects werea lsoindicated.
SD:standarddeviation
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Table.7Relationshipbetween Fourareaofphsiqueand Physicalstrength:
Theboys ofthe｣unio｢highscho o一student.

Age Height Weight BMI Sit-up T-ne又Side-step50m-dashLong-jumpG-strength
(years) (cm) (kg) (kg/m2) (times) (cm) (times) (m/sec) (cm) (kg)
1 13.6 150.1 39.4 17.5 22.3

SD 0.7 5.9 5.0 1.8 3.8

Ⅱ 13.7 154.8 53.0 22.2 22.6
SD 0.8 3.2 5.8 2.6 4.3

Ⅲ 14.0 162.8 44.5 16.8

SD 0.8 3.5 2.3 0.8

Ⅳ 14.5 165.8 56.8 20.7

SD 0.6 5.0 7.6 2.7 5.0

35.7 6.2

4.4 0.5

35.8 6.4
* 3.9 0.5

36.4 6.9

5.6 0.3

37.7 6.9

6.6 5.7 0.6 21.1 5.6

AreaI:Thegroupwhichisshortand lightintheweight.AreaⅡ:Thegroupwhichisshortand
heavyintheweight.A reaⅢ:Thegroupwhichistallandlightintheweight.AreaⅣ:The group
whichistall andheavyinthweight.A ttention:Characteristicsorthe subjects werealsoindicated.
SD:standarddeviation

Tab一e.8RelationshipbetweenFourareaofphsiqueandPhysicalstrength:
Theboysofthehighschoo一student.

Age Height Weight BMI Sit-up T-nex Side-step50m-dashLong-jumpG-strength

(years) (cm) (kg) (kg/m2) (times) (cm) (times) (m/sec) (cm) (kg)
1 17.1

SD 0.8

Ⅲ 17.1

SD 0.9

Ⅲ 17.1

SD 0.8

Ⅳ 17.3

SD 0.8

162.3 50.6

2.9 3.3

164.0 61.8

2.3 3.3

170.3 53.7

2.6 2.6

171.4 64.6

3.8 5.1

19.2 26.2

1.3 5.1

23.0 25.2

1.2 4.2

18.5 23.8

1.1 3.9

22.0 26.2

2.1 3.5

42.2 36.2 7.0 215.0 40.8

6.9 3.3 0.5 24.3 7.1

46.3 35.9 6.9 204.2

8.2 3.0 0.5 16.9

47.2 37.8 7.2 221.9

8.6 3.8 0.3 20.6

46.5 38.9 7.1 223.1

6.6 5.4 0.4 21.3 3.5

AreaI:Thegroupwhichisshortandlightintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichisshortand
heavyintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichistallandlightintheweight.AreaⅣ:Thegroup
whichistallandheavyinthweight.Attention:Characteristicsofthesubjectswerealsoindicated.
SD:standarddeviation

Ⅳ.まとめ

本報の対象は､タイ王国ウドーンタニー県内

のcw-schoolに通学する13歳から18歳までの女

子263名､男子326名 (合計589名)であった｡

対象者の身長と体重の50%タイル値を境で区切っ

た ｢体格の4領域｣を指針として､体力の相違

を13歳から15歳までの中学生期と15歳から18歳

までの高校生期とに2分して男女別に比較 ･検

討するものである｡結果は以下であった｡

女子 :1)筋持久力要素を反映する上体起こし

では､中学生において､身長が高く体重が

軽い集団の値が､身長が低く体重が軽い集

団の値を有意に上回った｡高校生において

は､全ての領域間で有意な差が認められな

かった｡

2)柔軟性要素を反映する長座体前屈では､中

学生において､身長が高く体重が重い集団

の値が､身長が低く体重が軽い集団の値を

有意に上回った｡高校生においては､全て

の領域間で有意な差が認められなかった｡

3)敏捷性要素を反映する反復横跳び､瞬発力 ･
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走力要素を反映する50m走､瞬発力要素を

反映する立ち幅跳びでは､中学生､高校生

とも全ての領域間で有意な差が認められな

かった｡

4)筋力要素を反映する握力では､中学生にお

いて､身長が高く体重が重い集団の値が､

身長が高く体重の軽い集団と､身長が低く

体重が軽い集団の値を有意に上回り､身長

が低く体重が重い集団の値が､身長が低く

体重が軽い集団の値を有意に上回った｡高

校生では､身長が高く体重が重い集団の値

が､身長が高く体重が軽い集団と､身長が

低く体重が軽い集団の値を有意に上回った｡

男子 :1)筋持久力要素を反映する上体起こし

では､中学生において､身長が高く体重が

重い集団の値が､身長が高く体重が軽い集

団の値と､身長が低く体重が軽い集団の値

を有意に上回った｡高校生においては､全

ての領域間で有意な差が認められなかった｡

2)柔軟性要素を反映する長座体前屈では､中

学生において､身長が高く体重が重い集団

の値と身長が高く体重が軽い集団の値が､

身長が低く体重が軽い集団の値を有意に上

回った｡高校生においては､全ての領域間

で有意な差が認められなかった｡

3)敏捷性要素を反映する反復横跳びでは､中

学生､高校生とも全ての領域間で有意な差

が認められなかった｡

4)走力 ･瞬発力要素を反映する50m走では､

中学生において､身長が高く体重が重い集

団の値と身長が高く体重が軽い集団の値が､

身長が低く体重が軽い集団の値を有意に上

回った｡高校生においては､全ての領域間

で有意な差が認められなかった｡

5)瞬発力要素を反映する立ち幅跳びでは､中

学生において､身長が高く体重が重い集団

の値が､身長が低く体重が重い集団の値と､

身長が低く体重が軽い集団の値を有意に上

回った｡高校生では､身長が高く体重が重

い集団の値が､身長が低く体重が重い集団

の値を有意に上回った｡
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6)筋力要素を反映する握力では､中学生にお

いて､身長が高く体重が重い集団の値が､

身長が高く体重が軽い集団､身長が低く体

重が重い集団､身長が低く体重が軽い集団

の値を有意に上回り､身長が高く体重が軽

い集団の値が､身長が低く体重が軽い集団

の値を有意に上回った｡さらに､身長が低

く体重が重い集団の値が､身長が低く体重

が軽い集団の値を有意に上回った｡高校生

では､身長が高く体重が重い集団の値が､

身長が高く体重が軽い集団と身長が低く体

重が軽い集団の値を有意に上回った｡

Ⅴ.注記

注 1)タイ王国ウドンタ-ニー県 :タイ王国の

東北部に位置しており､北部はメコン川を境に

ラオスと接し､南部はカンボジアと接する地域

である｡点在するクメール遺跡の他は主な観光

地､観光施設もなくタイ国民にとって ｢田舎｣

のイメージの地方のようである｡主な産業は農

業であり田園風景が続く地方である｡

注2)cw-schoolの教員数､在籍生徒数は以下

である｡教員数20名､在籍生徒数Mool(中学 1

年生):女子21名､男子28名､Moo2(中学2年

坐):女子27名､男子39名､Moo3(中学3年生)

:女子25名､男子33名､Moo4(高校 1年生):

女子12名､男子12名､Moo5(高校 2年生):女

子22名､男子13名､Moo6(高校 3年生):女子

11名､男子17名､延べ女子118名､男子142名､

合計260名 (2007年8月現在)

注3)身長､体重の測定は､体格の4領域作成

のみに利用した｡本報では各被験者の身長､体

重､BMI(bodymassindex)についての検討をお

こなうものではない｡

注4)本報の調査対象国､地域､学校では､体

格､体力についての十分な資料が見出せなかっ



たことから､身長と体重の値が同世代 (男女別

に中学生期と高校生期に分類)の50%タイル値

に近い者を ｢バランスがとれている｣と判断し

た｡

注5)本報での ｢体格の差｣とは本報で作成 し

た ｢体格の4領域｣の差を示す狭義である｡
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